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不
動
産
　
売
買
・
仲
介
・
賃
貸

膏
限
会
社
寿
地
所

6
月
2
8
日
、
傷
つ
い
た
鶴
が
湯
を
飲
ん
で
傷
を
癒

し
た
と
い
う
伝
説
の
残
る
、
竹
原
の
湯
坂
温
泉
「
か
ん

ば
の
宿
竹
原
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

早
朝
の
雨
で
ど
ん
よ
り
曇
の
空
。
天
候
が
気
に
か

か
り
ま
し
た
が
、
出
発
時
間
の
8
時
半
に
は
、
何
と
か

雨
も
止
み
ひ
と
安
心
。
参
加
者
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
「
す
ぎ
な
の
会
」
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ

ぶ
し
の
会
」
、
民
生
委
員
、
社
協
役
員
の
総
勢
5
7
名
。

2
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
出
発
。
久
し
ぶ
り
に
会

わ
れ
た
皆
さ
ん
の
会
話
が
続
き
、
に
ぎ
や
か
な
車
中
。

道
路
も
混
む
こ
と
な
く
す
い
す
い
と
、
旅
の
気
分
を

味
わ
う
に
は
少
し
短
い
5
0
分
ほ
ど
で
目
的
地
に
到
着
。

お
昼
ま
で
は
皆
さ
ん
自
由
時
間
。
自
然
豊
か
な
山

間
に
囲
ま
れ
た
近
く
の
河
原
の
散
策
は
、
朝
の
雨
で

足
元
が
悪
く
や
む
な
く
案
内
を
断
念
。
グ
ル
ー
プ
に

な
っ
て
ロ
ビ
ー
で
話
し
の
続
き
や
、
1
0
時
半
か
ら
は
天

然
温
泉
へ
の
入
浴
（
温
泉
の
な
め
ら
か
な
湯
は
、
と
て

も
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
）
で
身
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
。

お
昼
に
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
さ
れ
る
料
理
を
美
味

し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ク
イ
ズ
や
カ
ラ
オ
ケ
で
楽

し
み
、
最
後
は
森
田
悦
子
さ
ん
か
ら
、
座
っ
た
ま
ま
で

で
き
る
腰
痛
体
操
の
指
導
を
受
け
、
手
足
を
動
か
し

食
後
の
運
動
で
盛
り
あ
が
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
り
ま
で
の
余
す
時
間
は
、
雑
談
に
花
を
咲
か
せ

る
方
、
温
泉
に
入
る
方
、
お
土
産
を
買
う
方
な
ど
自

由
行
動
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
「
今
日
は
楽
し
か
っ
た

よ
。
」
と
喜
び
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

馬
木
地
区
社
協
で
は
、
こ
の
事
業
の
ほ
か
に
も
、
と

な
り
近
所
の
見
守
り
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
者

へ
の
助
成
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
高

齢
者
の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



（3）第56号

会　長／中井公孝　　監　事／升川康仁　　＊田中正昭

亘部長　ほか8名

①となり近所の見守り　班福祉委員会議の実施
見守り対象世帯数調査
②高齢者運転免許証返納者助成
eこぶしの会総会
①買物支援ボランティア
㊤すみれの会（いきいきサロン）
e訪問配食
o屋外レクノエーション
⑧ふれあい会食、もちつき会食
e敬老長寿祝品贈呈
⑩家事ボランティア

救急医療情報キット

⑱高齢者等安否確認電話（電話による見守り活動）
⑫高齢者救急医療情報キットの配付

事務局長／森田隆彦　副事務局長／橋本一寛

①理事会　㊧三役会議　㊧町内会より会費徴収
⑲賛助会員募集　⑲各種団体助成
⑫区社協へ助成金申請　⑦子ども映画会助成金申請
⑧事務所費用助成金申請　⑳こ／iLの会会員保険申請
⑲その他　社協庶務・活動の推進

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

讃圏圏臨薫開田圏圏 �田園醒隔開園醗田 �駆圃閏願聞彊臨調 �開園圏艶麗 

前年度繰越金 �907，356 �630，143 � 

助成金並びに交付金 �1，061，090 �1，047，850 �区社協助成金、市民安全推進助成金その他交付金 

会　費 �467，000 �467，250 �1世帯250円×1，869世帯 

賛助金並びに寄付金 �616，000 �640，000 �賛助会費・寄付金、広報紙広告協賛 

雑収入 �14，014 �15，020 �共同募金事務費、預金利息等 

合　計 �3，065，460 �2，800，263 � 

箋圏田園冨田園田臨 �圏閻詔闘闘讃醗遷 �豊艶避藍護諒闇醸纏 �艶聞圏園田圏圏艦闘開田閣議 

事務費 �66，638 �74，000 �事務活動、通信運搬費等 

研修・会議費 �41，139 �41，000 �研修会参加費等 

負担金 �49，000 �50，000 �区社協負担金等 

事業費 �2，015，501 �2，031，000 �新福祉のまちづくり総合推進事業等 敬老長寿祝品、あいさつ運動職、 高齢者運転免許証返納者への助成 防犯カメラ防犯灯設置、各種団体助成 

寄付金（義援金） �30，000 �0 � 

広報費 �233，039 �250，000 �広報紙作成費 

次年度繰越 �630，143 �354，263 �予備費 

合　計 �3，065，460 �2，800，263 � 

う　ま　き　社　協　だ　よ　り

蓋諾認諾蕎緒諸藩
自③あいさつ運動の展開

（2）第56号

【公園・中学校グランドの一部芝生化】
馬木第5・第1公園に続き、

平末部長　ほか8名

①行方不明者捜索システムを町内会の
班単位で管理できるシステムを検討
②あいさつ運動を旧安芸町
（福田、馬木、上温品、温品）と一体で行う
e町内会未加入世帯対策
①街を明るく、防犯灯、
防犯カメラ（3カ所目）の設置
⑰紙門松配布

田村部長　ほか8名

①馬木第1・第2・第5公園の芝生の管理
㊧小・中学校の正常化対策
㊤地域児童安全パトロール
⑲平和学習　被爆者の証言DVD、朗読
㊧扇子踊伝承　子ども練習、夏祭り、
／i、れあい広場、秋祭り、公民館まつり等に参加

⑫子ども映画会
⑦陸がい者児童の支援、神楽公演

小田部長　ほか8名

①広島市ゴミゼログノーンウオーク
②馬木地区夏の一斉清掃
③平和公園一斉清掃
①愛の献血会（馬木地区担当）
㊤東区散乱ゴミ追放キャンペーン
⑫馬木地区、川の一斉清掃
o世界エイズディ追放キャンペーン
⑧年末一斉清掃
⑫健康診断受診運動実施

新畑部長　ほか8名

①「うまきだより」毎月発行
②「うまさ社協だより」56・57号発行
③広報活動の推進

中国運輸局指定　民間車検工場

株式会社ドイモ■夕”
車検／整備／新車・中古車販売・買取り
板金・塗装修理／ボディコーティング
自賠責・自動車保険

〒732－0031広島高桑区馬木4丁目1439－1

TEL（082〉899－5656（代）FAX（082）899－2096

馬木第2公園の一部を地域
住民の協力により芝生化。ま
た、福木中学校グランドの一

部も、生徒と一緒に芝生化し
ました。 馬木第2公園

【訪問配合サービス】

毎週金曜日、配食依頼をされている方に、150円の
個人負担（馬木社協が150円助成します）をいただき、
昼食弁当をお持ちしています。
近隣の方と接する機会が少
ない方もあり、配食ボランティ
アが玄関先で健康状況等を聞
いて安否確認をし、また困りご
との相談なども受けています。

【買い物ボランティア章の連行】

毎週月曜日13時から運行しています。住んでいる
場所から馬木地区の買い物ができるスーパーまで遠
く、団地内道路がこう配のある坂道。帰り道は上り坂
となり、重い食材を持って帰るのにタクシーを利用す
るなど、不便で困っておられる方が対象です。
運行は2系統です。①大原団地～ノムラストア
②天王団地～ノムラストア
利用者が減少しています。これらの利用を希望さ
れる方は、担当地区の民生委員・児童委員を通じて、
馬木社協に申し込みをしてください。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

【高齢善等安否確認電話（電話による見守り活動〉】
ひとり暮らし高齢者及び老老介護世帯等の方で、自
宅への連絡を希望された方（現在26人）に、馬木社協事
務所開所中（平日13時～16時）、電話による見守り活

動をしました。電話をI心待ちにされる方もおられ、喜ん
でいただいています。

【防犯灯・防犯カメラの設置】
街を明るくし犯罪の抑止対策とし
て、防犯灯や防犯カメラの設置に取

り組み、広島市の地域防犯カメラ設

置補助制度を活用し、馬木六丁目に
2カ所目の防犯カメラ設置を行い、

運用開始しました。

【健康診断受診運動】

デイリーヤマザキ前
交差点

定期的に健診を受け、自分自身の健康状態を知り、安
lこして過ごすととともに健康寿命を延ばすため、集団健

診での受診運動を行いました。チラシ、ポスター等で周

知を図り、80名の方が受診されました。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

馬木地区の住民が、安心して安全快適な生活を営めるよう、馬木社協のボランティアグループ「こぶし
の会」が舌動しています。地域の福祉活動を継続していくには多くの方の協力が必要です。ボランティ
アをやってみようと思われる方、事務局までご連絡ください。

馬木地区社協事務局　橋本一寛　899－8544
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

うまいものをどんどん安く売る 

囲」と蒐ヲ 
TEL883－0081 

277覇”ルサブ

広島馬木店

東区馬木5丁目1699－1
℡899－2911
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●
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環境設備プラントで地 �球を考える 

㊥鶉西岡 �工業 

☆緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社　小皇道園
TEL（082）899－2037

隣近所で仲良くしていくことが福祉の原点です。　まず、挨拶を！！

事
業
内
容

事
業
内
容

事
業
内
容



（4）第56号　　　　　　　　　　　　　　　　う　ま　さ　社　協　だ　よ　り

虹の里居宅介護支援事業所
売、たがわ

担　当　　二　川

広島市東区馬木二丁目1398－1

TEL．（082〉508－5551

【編集後記】一方的な詐欺メールが送られており、私にも届
きました。サイト利用料金未納等の支払い要求のショートメール

でしたが、サイトを利用したこともなく、ましてや連絡先へ電話を

かける必要もありません。怪しい電話やメールがあったときは、

身近な人に相談をして、絶対被害に遭わないようにしましょう。

創業60年の信用と実績！増改築等、気軽にご相談を。 

苗笥芋藷店 
TEL899－4444 

（有）ミヤモト緑化産業

代表取締役　宮本　好司

馬木6丁目1713－3

TEL899－2009　FAX899－3313

か
し
こ
く
や
さ
し
く

た
く
ま
し
く

学
校
長
就
任
にあ
た
っ
て

広
島
市
立

福
木
中
学
校
長

山
口
久
美
子

山
々
の
緑
が
色
鮮
や
か
な
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
か
ら
福
木
小
学
校
の
教
育
活

動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
4
月
か
ら
校
長
を
拝
命
し

ま
し
た
三
吉
和
彦
と
申
し
ま
す
。

本
校
の
目
指
す
子
ど
も
像
は
、

「
自
ら
学
び
考
え
る
か
し
こ
い

子
ど
も
」
、
「
思
い
や
り
の
あ
る

や
さ
し
い
子
ど
も
」
、
「
最
後
ま

で
が
ん
ば
る
た
く
ま
し
い
子
ど

も
」
で
す
。
本
年
度
は
、
特
に
「
ふ

（
深
く
学
ぶ
こ
と
）
＜
（
工
夫
し
て

掃
除
す
る
こ
と
）
き
（
気
持
ち
よ

い
挨
拶
を
す
る
こ
と
）
」
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
み
、
教
職
員
一

同
、
子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切

に
す
る
教
育
活
動
を
全
力
で
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
の
皆
様
方
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
度
は
教
頭
と
し
て
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
校
長
と
し
て
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

本
校
は
、
福
木
保
育
園
・
福

木
幼
稚
園
・
福
木
小
学
校
と
並

ん
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
宝
物
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
見
守
っ
て
い
く
環
境
の
整
っ

た
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
4
月
か
ら
は
、
こ
の
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
園
長
・
校
長
が
す
べ
て
代

わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
新
生
福
木

学
園
」
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と

捉
え
、
今
後
ま
す
ま
す
保
・
幼
・

小
・
中
の
連
携
を
深
め
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
つ
き
ま

し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ます。今
後
も
引
き
続
き
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
達
の
馬
木
は
、
こ
ん
な

に
も
恵
ま
れ
た
沢
山
の
自

然
と
歴
史
あ
る
史
跡
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。
8
か
所
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し

ます。今
回
は
、
安
楽
寺
の
ク
ロ

ガ
ネ
モ
チ
「
金
運
」
で
す
。

こ
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
、

樹
齢
2
0
0
年
と
言
わ
れ
、

目
の
高
さ
の
幹
回
り
は
2

4
9
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
は
、

平
成
3
年
9
月
の
台
風
1
9

号
で
先
端
部
分
が
折
れ
た

も
の
の
1
6
．
5
2
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
き

さ
の
木
は
、
広
島
県
内
で

も
あ
ま
り
数
は
な
い
も
の

と
思
い
ま
す
。

「
苦
労
が
無
く
金
持
ち
」

に
通
じ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
か

ら
、
縁
起
木
と
し
て
知
ら
れ

る
こ
の
木
を
、
一
度
見
に
行

か
れ
て
は
い
か
が
で
す
か

金
運
が
付
い
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

賛
同
全
買
暮
禁
中
十
百

地
域
の
皆
様
方
に
は
、
賛
助

会
員
の
申
し
込
み
と
賛
助
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
は
、
馬
木
地
区
社
協

の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
随
時
受
付
し

て
い
ま
す
。
一
口
　
1
0
0
0
円

何
口
で
も
結
構
で
す
。

各
町
内
会
長
ま
た
は
馬
木

社
協
会
計
　
橋
本
一
覧
ま
で
。

（
8
9
9
－
8
5
4
4
）

皆
様
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。


